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私たちは、患者さまの人格・権利を尊重し、質の高い看護を提供します。 

1. 看護の倫理、責務に基づき安全で安心できる質の高い看護の提供に努めます。

2. 小児慢性、神経・筋疾患、筋ジストロフィー、重症心身障がい児（者）の専門的な看護を

実践し患者サービスに努めます。

3. 専門職業人として看護の質の向上を目指し、研修、研究により自己研鑽に努めます。

4. 地域医療連携及び外来に対する看護サービスの強化に努めます。

5. 効率的な業務運営体制を整備します。

こどもとおとなのための医療センター

私たちは、誠意と思いやりと笑顔で

患者さまに満足していただける

医療サービスを提供します。



　新潟病院は、全国にある国立病院機構（140施設）
に属する病院のひとつです。350床の入院病床を持
ち、神経・筋疾患（筋ジス含む）、小児慢性疾患、重
症心身障がいの専門医療としての役割と患者の合
併症管理を行い、かつ地域における中核医療機関
としての役割を担っています。
　病院理念をうけ、看護部は「患者さんの人権を尊
重し、誠意と思いやりのある看護を提供する」とい
う看護理念を掲げ、医療チームの一員として専門
性の高い看護に誇りを持ち、誠意と思いやり、笑顔
を日々心がけています。看護職員一人一人が自律
し、判断・行動できることが重要と考え、クリニカ
ルラダーを取り入れた教育・研修に取り組んでい
ます。新採用者には、病棟全体で関わり、個々に合
わせたきめ細やかな指導を行っています。また職
員が目標を持ち、やりがいを感じ、自己成長できる
ようキャリア支援にも力を入れています。
令和２年10月から、特定行為指定研修機関となり、
呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連と領域別
パッケージ（在宅・慢性期領域）の研修を開始して
います。

岡地 千佳中島 孝

　当院は内科、小児科、外科、脳神経内科などの地域
医療と治らない難病などの専門医療を行う医療機関
であり、教育・研修・研究も行っています。「治る」疾患
に対しては速やかな診断とチーム医療によって早期発
見、早期治療だけでなく、予防医療をめざしています。
地域の救急輪番にも対応しています。
　当院の「こどもとおとなのための医療センター」と言
う名称はさらに深い医療と多専門職種ケアを行ってい
ることを示しています。人は生まれると時期は不定です
が、100％の人が治らない病気になり、100％死ぬ運命
にあることが定められています。人の幸・不幸は疾患と
直接対応する概念ではないので、どんな病気に罹患し
て、治らなくても、どんな年齢であっても適切な医療と
ケアさえあれば、人は幸せになりうると私たちは考えて
います。これが「こどもとおとなのための医療センター」
の基本コンセプトです。
　当院はこのコンセプトを多専門職種によるチームケ
アとリハビリテーション医療を軸にして、免震設備のあ
る近代的設備のある病院で実践しています。是非、皆
さんにこの仕事に参加していただきたくお誘いしたく
思っています。当院の目的とするケアの改善ために
日々、教育・研修・研究活動をおこなっており、皆様を
お待ちしています。









●日勤・夜勤前シャドウ研修　●救急蘇生　●点滴静脈注射　●医療安全（KYT）　　　

●人工呼吸器装着患者のフィジカルアセスメント　●看護場面の振り返り　

看護実践に必要な基本的能力を習得する

●メンバーシップ　●多重課題　●看護倫理　●リフレクション

●リーダーシップ ●医療安全（分析） ●コミュニケーション技術

①根拠に基づいた看護を実践する ②後輩と共に学習する

●問題解決技法　●看護倫理

①個別性を重視した看護を実践できる　②看護実践者として、後輩に指導的役割を果たせる

●医療安全　●実地指導者研修 等

①後輩の学習を支援する　②チームリーダーとして役割行動がとれる

●看護研究　●管理研修 等の専門研修

専門性の発揮、管理、教育的役割モデルとなり、研究への取り組みができる

新人看護師

レベルⅠを習得した看護師

レベルⅡを習得した看護師

レベルⅢを習得した看護師

レベルⅣを習得した看護師

知識向上制度

英会話研修

看護研究支援

地域連携スキルアップラボ室救急場面で必要な技術の習得

認定看護師や実習指導者等、キャリアアップを目指す人の

経済的な支援を行い、優秀な人材の育成を図っています。

語学力の取得支援として、院内で「医療現場で働くための

英会話研修」を定期的に開催し、イギリス人講師による語学

指導が受けられます。

外部講師による一貫した指導を行っています。国立病院総合

医学会では毎年複数の発表を行っています。また、QC活動に

ついても、病院内全体で取り組みが盛んに行われています。
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感染管理専従として感染防止環境や感染防止
技術の確認、感染症の増減を監視する活動をし
ています。医師、薬剤師、検査技師の他、全ての
職種と連携したチームがあり、組織横断的な活
動を支援してもらっています。

新潟病院は摂食嚥下機能に障害を抱えている
患者さんが多く入院しています。個別性のある
専門的な技術をもって、患者さん個々の障害に
合わせた食事介助や訓練方法を実施し、安全
に口から食べることを続けるための支援を行っ
ています。

皮膚・排泄ケア認定看護師は、創傷・ストーマ
（人工肛門）・失禁ケアの３つの領域で専門的
なケアを行う看護師です。院内では褥瘡対策
チームと連携し褥瘡回診を行っています。専門
的な知識と技術で患者様やご家族に対し、スキ
ンケアや排泄の援助を行っていくとともに、ス
タッフ指導を行うことを目標としています。


